
先駆的プログラム「プリズム」
自分らしさや自己肯定感を育む

　活動の始まりは 2005 年 5 月。「発達
障害のある子どもをもつ親たちが開いた
勉強会がきっかけだった」と、現在「み
やぎ発達障害サポートネット」代表理事
の相馬潤子さんは言う。事務局の猪股
絵理子さんは「05 年 4 月に『発達障害
者支援法』が施行されたばかりで、発
達障害の本もセミナーもまだ少ない時
代。保護者 7人と退職した学校の先生
1 人の 8 人で立ち上げ、06 年 10 月には
市民団体として活動を始めました」と当
時を振り返る。
　相馬さんによると、今につながる事業
の多くは、この時期に始まった。
 「子どもの特性に合わせた課題に取り組

み長所を伸ばす『療育』、子どもへの接し
方に悩む保護者や支援者をサポートする

『相談』、保護者同士が交流する『おしゃ
べりサロン』、全国から発達障害の研究
者や実践者を呼んで市民向けのセミナー
を開く『学び合い』、会報誌『すぽっと』
による情報発信など、すべては保護者の
声から生まれたものです」
　2、3 歳の未就学児から高校生まで約
150 人を対象とする「療育」の中でも、
自主事業の「プリズム」というプログラム
は先駆的事例として全国から注目を集め
ているという。これは「個別支援のほか
に 3、4 人とか 5、6 人の小グループ活
動もあり、調理実習、ゲーム、地元のサッ
カーや野球チームの応援などの活動をし
ながら、自分らしさや自己肯定感を育む
というものです。発達障害の子は先の見

通しがもちにくく、初めて経験すること
が苦手なので、たとえば、スポーツ観戦
なら事前の応援練習やお弁当の買い方な
どを細かく説明することで不安を取り除
きます」
　8 年近く「プリズム」に通うある高校生
は「行動が遅く時間の使い方が苦手で、
小さい頃からどうしてほかの人のようにで
きないのか悩んできたが、時間がかかる
分、一つひとつのことを丁寧に処理でき
る長所に気づくことができ、自信がもて
た」と、ブログにつづっている。
　また、保護者から寄せられる相談で最
も多いのが「子どもにどう声がけしたら
いいか、わからない」という悩みだが、「お
しゃべりサロン」に参加した保護者は「こ
れまではネットで情報を見るだけで子育
ての悩みを誰にも話せず、もやもやして

いたが、ここでみなさんと話ができて気
持ちが楽になった」と会報誌に感想を寄
せている。

避難所での不安感や音への過敏。
子どもたちに日常を取り戻そうと
震災 3 日後に活動を再開

　このような特性をもつ発達障害の子ど
もたちだけに、11 年 3 月の東日本大震災
の際には大変な思いをしたと猪股さんは
話す。
 「大勢の人が集まり、イレギュラーなこと
ばかり起きる体育館などの避難所で、見
通しの立たない不安感や音への過敏さに
悩まされ、車の中で避難生活を送った人
もたくさんいました。幸い、私たちの建
物に甚大な被害はなかったので、少しで
も早く日常を取り戻そうと 3 日後には活動
を再開しました」
　当時の団体は、代表理事の交代、事
務局長不在など組織体制が大きく変わる
中、利用する子どもたちの数が増え、事
業の規模は拡大。「13 人いる職員はいく
つもの業務を掛けもちし、目の前の事業
をこなすだけで精いっぱい」という多忙
な毎日。「このままでは職員が疲弊し、子

どもたちと向
き合えなくな
る。自 分 が
組 織全体の
中でどのよう
な役割を果た
すのか見えな
くなっている」
と危 惧した

相馬さんらは、「事業中心から、法人組
織を考えた視点を持てるようになりたい」
と願い、仙台市内で開かれた Panasonic 
NPOサポート ファンドの説明会を兼ねた

「組織基盤強化ワークショップ」に参加し
た。
　助成が始まったのは 14 年の 1 月。宮
城県内の NPO を支援する中間支援組織
である「NPO 法人 杜の伝言板ゆるる」
代表理事の大久保朝江さんをコンサルタ
ントに迎え、まずは「市民活動とは何か」

というレクチャーを受け
た。
　続いて、組織診断に
取り組み、理事と職員
合わせて 12 人が「ミッ
ションを自分の言葉で
説 明 できるか」 など
155 の 設 問 か ら 成 る

「NPO マネジメント診
断シート」でチェックし、
その回答をもとに、大
久保さんが個別にヒアリングを実施した。
さらに、「毎週木曜日の午前中にはワーク
ショップなどの時間を確保し、組織の課
題や強み・弱みについて話し合いました。
ここで初めて、職員同士が率直に意見を
出し合える土台が築けたように思います」
と相馬さんは言う。

広い新拠点で事業規模拡大へ
期 待される
人材育成センターとしての役割

　こうして導き出された組織診断の結果
を受けて、9 月から組織基盤強化に取り
組んだ。「全職員で話し合いを重ね、3
年間の中期計画と行動プラン、数値目標
を設定しました。組織全体のことがわかっ
ていないと中期計画は立てられないので、
職員一人ひとりが組織の問題を自分の問
題としてとらえる姿勢が身につきました」
　この中期計画に基づき、2 年目はより
高い専門性を目指して外部から療育の専
門家を招き、中堅職員の人材育成に力を
注いだ。3 年目には、これまでの療育課
題実践事例を集めたテキストを作成し、
発達障害児の支援者を対象とした教材づ
くりワークショップを開催。「今まで蓄え
てきたものを活かし、発達障害児を支援
する仲間の輪を広げていく第一歩」を踏
み出す。
　今回、3 年間の取り組みに伴走した大
久保さんは言う。「仙台市内でも、発達
障害児の放課後ケアに取り組む事業者は
増えている。みやぎ発達障害サポートネッ
トには、療育全体の質を高める人材育成
センターとしての役割を期待しています」

　また、地域の支援センターが個々の
NPO に関わる意義についても、こう話す。

「市民活動が地域に根を張り長く継続す
ることが市民社会の充実につながる。そ
れをサポートするのが私たち地域の中間
支援組織の役割ですが、信頼関係を丁
寧に築きながら助成事業を通じて知見や
ネットワークが相互に作用し、より地域
社会に活かされていくという好循環につ
ながっています」
　みやぎ発達障害サポートネットでは中
期計画に従って、今秋、新拠点へ移る計
画が進行中だ。面積も、現在の 90㎡か
ら 150㎡に広がる予定だ。「活動拠点が
広くなるということは、より多くのニーズ
に応えられるようになること」と、相馬さ
んは希望を込めて言う。
 「発達障害の子どもの療育を担う地域の
ハブ的な存在として、一人でも多くの子が
自分らしさを大切にできる大人になれるよ
うに私たちの活動を広げ、社会に子ども
たちへの理解を深めていきたいと思って
います」

全国でも先駆的な小グループ

療育プログラムで注目されて

きた「みやぎ発達障害サポー

トネット」。10 年以上にわたり、

発達障害のある子どもと家族

に寄り添う。3 年におよぶ組織

基盤強化事業を終えて、支援

者育成へと活動の幅を広げる

新たな一歩を踏み出した。

認定 NPO 法人 みやぎ発達障害サポートネット

2005 年、任意団体として勉強会を始める。07 年、

NPO 法人として認定を受ける。自閉症・発達障害の

ある本人と家族一人ひとりを大切にした安心して暮ら

せる社会づくりを目指し、療育事業、おしゃべりサロン

事業、相談事業、学び合い事業、情報発信事業など

に取り組む。2016 年度「みやぎ社会貢献大賞」受賞。

ht tp://mddsnet . jp/

※賛助会員（サポーター）を募集しています。年間3000円。
　振 込 先：郵 便 振 替 　
　口座番号：０２２９０－３－６９０５６
　口座名義：NPO 法人みやぎ発達障害サポートネット

相
馬 

潤
子
さ
ん

療育事業の一例

左から「みやぎ発達障害サポートネット」猪股絵理子さん、渡邉桂子さん、相馬潤子さん。「杜の伝言板ゆるる」大久保朝江さん

すべて保護者の声から生まれてきた事業。
発達障害の子どもの療育を担う、地域のハブ的な存在になりたい
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（『ビッグイシュー日本版』311号に掲載）

社会課題の解決に取り組む市民活動が持続
的に発展していくためには、NPO/NGO の組
織基盤強化が必要との考えのもと、2001年
に Panasonic NPO サポートファンドを創設。
NPO/NGO の事業活動への助成ではなく、
組織基盤強化への助成にしぼった珍しい助成
プログラムである。

「環境・こども・アフリカ」分野への助成プロ
グラムを2018 年度からはプログラム名を現プ
ログラム名称に、助成テーマも刷新し、パナ
ソニックグループ企業市民活動の重点テーマ
である「サステナブルな共生社会」の実現に
向けた「貧困の解消」に取り組む NPO/NGO
の組織基盤強化に助成している。	

https://holdings.panasonic/jp/npo_
summary.html
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